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検査周期を延伸して今年度は１７日も「白日（非

稼働調整日）」があるのではないのか？！ 
 

あまりにもひどい１２月の休日指定！！ 
 

 １１月１０日に「１２月分の休日予定表」が職場に貼りだされました。あまりにもひどい

その内容を見て驚いた社員も多かったと思います。ここ数年は「新幹線車両の運用の都合」

ということで土・日や正月の出勤日の指定が多くやられていました。近い時期でいうと昨年

の１２月は全ての日曜日と１２月３１日の大晦日が出勤でした。今年に入って１月１日・２

日も出勤でした。この間会社は「変形勤務なので日曜出勤もあたりまえ」という態度でした。 

たしかに前年度のＨ２７年度も１年間に特休を１０日間分散付与しているような状況でし

たが、しかし今年の３月ダイヤ改正時に「交番検査の回帰キロを３万キロから倍の６万キロ

にする検査周期延伸」を行い、「特休の分散付与」どころか逆に今年度（Ｈ２８年度）は「１

年で１７日の白日（非稼働調整日）が発生する」という「余裕」のある状態だったのです。

そして、４月から１１月までは「訓練」等の関係も含め若干土曜日出勤や平日の休日指定が

あったものの大きな変化はありませんでした。 

 

「新交検」で苦労している社員の気持ちを考えているのか？！ 

 

 ところが１２月の休日指定は１８日の日曜日が出勤、２４日・２５日の土・日が出勤、年

末の２８日・２９日・３０日（水・木・金）を休ませて大晦日の１２月３１日を出勤日に指

定しています。年間１７日もの「非稼働調整日」があるのに「もう少し休日指定を調整でき

ないのか」というのが社員の正直な気持ちだと思います。現場では、３月末以降「新交検（１

４０分）」の作業を現場作業者の「工夫」で大きな遅れが出ることもなく廻しています。 

 このような社員の苦労に応えようという気持ちは会社にはあるのでしょうか？！ 


